
  
 

一

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
三
条
及
び
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
並
び
に
第
十
四
条
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
中
「
貸
与
」
の
下
に
「
及
び
支
給
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
優
れ
た
」
を
削
り
、
「
貸
与
」
の
下
に
「
及
び
支
給
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
学
資
の
貸
与
） 

第
十
四
条 

前
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
学
資
と
し
て
貸
与
す
る
資
金
（
以
下
「
学
資
貸
与
金
」
と
い
う
。
）
は
、
学
生

等
の
う
ち
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
方
法
に
従
い
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の
と
認
定
さ

れ
た
者
に
対
し
て
貸
与
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

学
資
貸
与
金
は
、
無
利
息
と
す
る
。 

３ 

学
資
貸
与
金
の
額
は
、
学
校
等
の
種
別
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

４ 

機
構
は
、
学
資
貸
与
金
の
貸
与
に
当
た
っ
て
、
保
証
人
の
保
証
を
求
め
て
は
な
ら
な
い
。 



 

  
 

二

５ 

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
学
資
貸
与
金
の
貸
与
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

 

第
十
六
条
の
改
正
規
定
中
「
第
一
種
学
資
貸
与
金
」
を
「
学
資
貸
与
金
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
七
条
の
改
正
規
定
及
び
第
三
章
中
同
条
の
次
に
四
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
「
第
十
七
条
中
「
学
資
金
」
を
「
学

資
貸
与
金
」
に
改
め
、
第
三
章
中
同
条
」
を
「
第
三
章
中
第
十
七
条
」
に
改
め
、
第
十
七
条
の
三
を
削
り
、
第
十
七
条
の
二
第

一
項
中
「
優
れ
た
学
生
等
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の
」
を
「
学
生
等
」
に
改
め
、
「
特
に
優
れ

た
者
で
あ
っ
て
」
を
削
り
、
「
極
め
て
」
を
「
著
し
く
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
の
三
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を

加
え
る
。 

 

（
相
談
体
制
の
整
備
） 

第
十
七
条
の
二 

機
構
は
、
学
資
貸
与
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
が
、学
資
貸
与
金
の
返
還
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

学
資
貸
与
金
の
返
還
に
関
す
る
相
談
又
は
助
言
そ
の
他
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

第
十
六
条
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

第
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
回
収
の
業
務
の
方
法
） 



  
 

三

第
十
七
条 

機
構
は
、
返
還
す
べ
き
学
資
貸
与
金
に
係
る
延
滞
金
を
徴
収
し
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 
機
構
は
、
学
資
貸
与
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
そ
の
返
還
が
割
賦
の
方
法
に
よ
る
も
の
に
対
し
、
当
該
学
資
貸
与

金
の
返
還
未
済
額
の
う
ち
返
還
の
期
限
の
到
来
し
て
い
な
い
部
分
の
額
を
一
括
し
て
返
還
す
る
こ
と
を
請
求
し
て
は
な
ら
な

い
。 

３ 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
学
資
貸
与
金
の
回
収
の
業
務
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。 

第
二
十
二
条
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
（
第
一
種
学
資
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
第
一
種
学
資
金
」
を

「
学
資
貸
与
金
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
五
条
第
一
号
の
改
正
規
定
中
『
又
は
第
十
七
条
」
を
「
、
第
十
七
条
又
は
第
十
七
条
の
二
第
一
項
』
を
『
第
十
四
条

第
二
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
又
は
第
十
七
条
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
、
第
十
七
条
第
三
項
又
は
第
十
七
条
の
三
第
一

項
』
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
十
四
条
第
三
項
の
改
正
規
定
中
「
附
則
第
十
四
条
第
三
項
中
」
の
下
に
「
「
第
十
七
条
、
」
の
下
に
「
第
十
七
条
の

二
、
」
を
加
え
、
「
、
第
十
七
条
」
を
「
、
第
十
七
条
第
一
項
」
に
、
」
を
加
え
、
「
、
「
第
一
種
学
資
金
に
」
を
「
第
一
種



 

  
 

四

学
資
貸
与
金
に
」
に
改
め
」
を
「
改
め
、
「
含
む
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
「
（
第

一
種
学
資
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削
り
」
に
、
「
よ
り
第
一
種
学
資
貸
与
金
」
を
「
よ
り
学
資
貸
与
金
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
中
「
附
則
第
三
条
」
を
「
附
則
第
四
条
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
二
条
中
「
第
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
、
第
十
七
条
第
三
項
又
は
第
十
七
条
の
三
第
一
項
」
に

改
め
る
。 

 

附
則
第
五
条
を
附
則
第
六
条
と
し
、
附
則
第
四
条
を
附
則
第
五
条
と
す
る
。 

 

附
則
第
三
条
中
「
前
条
」
を
「
前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
四
条
と
し
、
附
則
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
経
過
措
置
等
） 

第
三
条 

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
（
以
下
こ
の
項
及
び
次

項
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
第

三
項
に
お
い
て
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
学
資
と
し
て
貸
与
し
た
資
金
及
び
旧
法
附
則
第
十
五
条
の
規
定
の
施
行
前
に
日
本

育
英
会
が
学
資
と
し
て
貸
与
し
た
資
金
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
学
資
金
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
附
則
に
別
段
の

定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法



  
 

五

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
学
資
貸
与
金
と
み
な
し
、
同
法
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

２ 
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
生
じ
た
旧
学
資
金
の
利
息
及
び
延
滞
金
並
び
に
旧
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
種

学
資
金
の
延
滞
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

政
府
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
機
構
に
対
し
、
第
一
項
の
措
置
に
要
す
る
費
用
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 


